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中間決算業績修正ならびに減損会計早期適用について 
 
 

 株主の皆様、投資家の皆様には日頃のご支援をいただき厚くお礼申し上げます。 
 さて、本日会社は、日本証券業協会に第35期中間期業績見込みの修正ならびに減損会計早期
適用に関して開示手続を行いました。 
 このうち、第35期中間期業績見込みについて、当中間期におきましては、測量業・建設業の設備
投資気運が高まらず、売上高の低迷を主たる要因として営業利益ならびに経常利益は当初計画に

対して下回ることとなりましたが、当社の売上パターンとしては後半型であり、通期業績見込みは現

在集計中でありますが、営業利益、経常利益いずれも黒字とすべく、あらゆる施策を実施してまいり

ます。 
 次に「固定資産の減損損失に係る会計処理」について、会社は第35期に早期適用することとしま
した。バブル経済崩壊後、地価の下落は依然として続いており、18年３月期の減損会計強制適用
を迎え、各社はその対策に苦慮しております。しかしながら当社は、過年度に積み立ててまいりまし

たプログラム準備金を活用して減損損失を早期適用により計上し、来期以降の財務体質をより強固

なものとすることとしました。 
 昨今、当社が誇る「より正確な位置への解析技術」と「WEBプログラミング技術」の融合型ビジネス
モデル・プランが、徐々にではありますが進行し始めております。当社は今後とも、愚直とも言える正

攻法で一歩ずつ前進してまいります。 
 株主の皆様、ならびに、投資家の皆様に置かれましては、本日の開示内容につきましてご理解い

ただき、今後とも引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 
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